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１．はじめに 

 石炭火力発電所から発生する石炭灰原粉（発生した状態のままのフライアッシュ）をコンクリートの混和

材や細骨材の代替として活用すると，粘性の増大した付着性能の高いコンクリートとなることから，この特

性を活かして多数の土工材への幅広い有効利用技術を開発1)・実用化2)し，既に中国地方では一般的に工事に

活用されるに至っている。本報告は，中国地方における公共事業で採用された事例を基に石炭灰粉を混入し

た吹付コンクリートの性状評価をとりまとめたものである。 

 

２．対象工事 

 中国地方で一般的に活用されている石炭灰原粉を使 

ったトンネル工事（２６箇所）のデータをもとに，石 

炭灰原粉の活用効果をまとめたものである。これらの 

工事に使用した石炭灰は，JIS2種相当品であるが，活 

性度指数およびブレーン値，強熱減量は，JIS２種を外 

れる規格も示す石炭灰（約２００種の炭種）である。 

 

３．石炭灰原粉活用の効果 

（１）強度発現性への影響   

石炭灰原粉の品質変動を補正せずに使用した吹付コン

クリートは，急結剤の強アルカリの影響を受けて石炭灰

原粉の硬化作用が増進される3)ことから，吹き付け後のコ

ンクリートにおいても，これまでのトンネル工事におい

て所定の強度管理を行うことができた事例がこれまで紹

介されている4) 。図－１に初期強度のバラツキを示す。

初期強度は，石炭灰のセメント置換に大きく左右されず，

安定した強度水準となる。図－２に基準材齢（28日）の

コア供試体の３本平均強度を，図－３に示すコア供試体

１本ごとの強度のヒストグラムを示す。これらの図から，

３本平均のコア強度は所定の品質を満足するが，コア１

本毎の強度は細骨材への置換を行わず，セメントのみの

置換を行った配合についてはバラツキが大きく，強度品

質上，ぎりぎりの水準となることがわかる。一方で，細

骨材の5%を石炭灰で置換した吹付コンクリートでは，比

較的安定した強度発現性が得られる結果となっており，

施工管理も十分行えるものと考えられる。 
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図－１ 初期強度（プルアウト試験）

図－２ 供試体３本平均の２８日強度

図－３ 供試体１本ずつの２８日強度

土木学会第60回年次学術講演会（平成17年9月）

-709-

5-355



 

 

（２）粉塵濃度への影響 

 各トンネル工事における試験施工時の粉塵濃度の測定結果を図－４に示す。石炭灰の添加に伴い，粉塵量

の低下の傾向が得られ，粉塵低減剤を使用しない状態でも，概ね労働安全衛生法の基準値3.0mg/m3を満足す

ることができ，これらの工事では粉塵低減剤を使用せずに基準値を守って工事を完了させている。 

図－５に総粉体量（石炭灰＋セメント）と粉塵濃度の関係を示す。石炭灰を活用し，総粉体量を400kg/m3

程度まで増大させると粉塵濃度が低下することがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）リバウンド率への影響 

 リバウンド率は，図－６に示すとおり石炭灰を添加することにより低減効果があることがわかる。また，

細骨材の一部を石炭灰に置換することによって，図－７に示すとおり更にリバウンド率が低減できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．おわりに  

 これまでの採用事例では，石炭灰原粉を吹付コンクリートに活用することは，非常に有益な効果があるも

のと考えられる。中国地方では，石炭灰原粉が建設資材として認知されており，安定した価格で中国地方全

域に供給されている。今後も石炭灰原粉を活用した吹き付けコンクリートを普及し，リサイクルと公共事業

のコスト縮減を推進して行きたいと考える。 
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図－５ 総粉体量と粉塵濃度の関係 図－４ 各工事における粉塵濃度 
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図－７ 総粉体量とリバウンド率の関係 図－６ 各工事におけるリバウンド率
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